
５
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、
委
員
６
名
、
事
務
局
随
行
２
名
で
、
秋
田
県
能
代
市
、

秋
田
県
横
手
市
、
秋
田
県
湯
沢
市
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

        

■
秋
田
県
能
代
市 

～
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
～ 

 

能
代
市
で
は
、
風
況
の
良
さ
か
ら
、
国
内
有

数
の
風
力
発
電
の
適
地
と
し
て
洋
上
及
び
陸

上
風
力
発
電
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

洋
上
風
力
発
電
の
う
ち
、
港
湾
区
域
に
つ
い

て
は
、
能
代
港
で
日
本
初
の
大
規
模
な
商
用
の

洋
上
風
力
発
電
事
業
と
し
て
、
令
和
４
年
12

月
に
運
転
が
開
始
さ
れ
、
20
基
の
風
力
発
電

設
備
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陸
上
風
力

発
電
に
つ
い
て
は
、
現
在
30
基
が
稼
働
し
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効

果
と
し
て
は
、
運
転
・
保
守
管
理
に
携
わ
る
作

業
員
や
関
連
企
業
の
雇
用
創
出
、
固
定
資
産
税

等
の
税
収
増
、
視
察
や
大
規
模
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
大
勢
の
人

が
宿
泊
・
飲
食
す

る
こ
と
に
よ
る
経

済
効
果
等
が
挙
げ

ら
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

現
在
、
能
代
市

周
辺
の
一
般
海
域

で
も
洋
上
風
力
発

電
事
業
が
計
画
さ 

        

れ
て
お
り
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ま
ち
」
を
さ

ら
に
促
進
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

■
秋
田
県
横
手
市 

～
移
住
・
定
住
促
進

施
策
に
つ
い
て
～ 

横
手
市
は
、
平
成

１７
年
に
８
市
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

秋
田
県
内
第
２
の
都
市
で
す
。
合
併
当
時
は 

人
口
約
１０
万
７
，
０
０
０
人
で
し
た
が
、
年
々

減
少
し
、
現
在
は
約
８
万
２
，
０
０
０
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

秋
田
県
全
体
で
も
、
人
口
減
少
率
が
１０
年

連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
、
少
子
化
率
で
も

２７
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
い
か
に
持
続

可
能
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
か
が
横
手
市
に

求
め
ら
れ
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
移

住
・
定
住
促
進
施
策
も
そ
の
大
き
な
役
割
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
取
組
と
し
て
は
、
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談
対
応
、
首
都

圏
移
住
相
談
会
の

開
催
、
定
住
促
進
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
移
住
支
援
金
の

交
付
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
も
と
も
と

横
手
市
に
縁
の
あ

る
ふ
る
さ
と
会
員

や
応
援
市
民
登
録

者
等
の
「
応
援
人
口
」
を
増
や
す
取
組
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
将
来
的
な
移
住
者
の
増
加

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

■
秋
田
県
湯
沢
市 

～
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）
に
つ
い
て
～ 

湯
沢
市
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
市
内
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
脱
炭
素

化
」
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
４
年
６
月
に
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
た
主
な
事
業

と
し
て
、
公
共
施
設
再
編
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の

切
替
え
、
省
エ
ネ
電
力
の
導
入
促
進
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
実
績
と
し
て
、
令
和
３

年
度
は
、
基
準
年
度
の
令
和
２
年
度
よ
り
二
酸

化
炭
素
排
出
が
１０
％
以
上
削
減
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
さ
ら
な
る
公
共
施
設
の
効
率
化
や 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
）
化
の
促
進
、
公
用
車
の
所
有
台
数
適
正
化

や
利
用
率
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

～
地
熱
開
発
に
つ
い
て
～ 

火
山
列
島
で
あ
る
日
本
は
、
地
下
の
熱
資
源

に
恵
ま
れ
、
世
界
第
３
位
の
資
源
量
を
有
し
て

お
り
、
湯
沢
市
が
位
置
す
る
西
栗
駒
一
帯
は
日

本
で
も
有
数
の
地
熱
賦
存
地
帯
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
て
お
り
、
湯

沢
市
で
は
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
固
有
の
資
源
で
あ
る
地
熱
の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。 

現
在
２
か
所
の
地
熱
発
電
所
が
稼
働
し
て

お
り
、
湯
沢
市
の
世
帯
数
約
１
万
８
，
０
０
０

世
帯
を
は
る
か
に
超
え
る
約

14
万
６
，
０
０
０ 

世
帯
分
の
発
電
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。 

地
元
へ
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
新
た
な
雇

用
創
出
、
設
備
投
資
に
よ
る
経
済
効
果
、
固
定

資
産
税
や
法
人
税
の
税
収
増
、
国
か
ら
の
交
付

金
等
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

現
在
、
新
た
に 

１
か
所
で
建
設
中
、

２
か
所
で
調
査
を

継
続
し
て
お
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
さ
ら
な
る
普

及
・
拡
大
を
推
進
し

て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

■
視
察
を
終
え
て 

今
回
の
視
察
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
委

員
会
の
取
組
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

総
務
経
済
委
員
会 

行
政
視
察
報
告 

►洋上風力発電を視察 

►横手市 

►湯沢市 

►大型風力発電が立ち並ぶ 


